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昨年１１月と今年２月に、父と母をこのベテル病院で看取りました。就職した頃、両親を自分

が働いている病院で看取る事になるとは、想像もしていませんでした。私と母は親子以上に師弟

であり、親友でもありました。しかし父との関係は複雑でした。気が小さく、短気でアルコール

が好きな父が疎ましく、そういう父だからこそ、自分がしっかりしなければという気持ちがあり

ました。入院当初は、混乱し、よく院長を呼べ、娘を呼べコールがあり、スタッフを困らせました。

父は変に頑固だけど筋が通っていると感心され、苦笑いしていた事を思い出します。入院生活に

慣れてきた頃には、新人の若いスタッフに優しい目で語り、握手をしているのを見たり、又アイ

ドルだという（お世辞でしょうけど）スタッフの言葉に驚きました。友人のいない寂しい孤独な

人だと思っていた父が、若いスタッフと楽しそうに話をしている姿は、私にとってとても新鮮に

映りました。周囲の皆さんの愛情が父を安心させ、優しくさせたような気がします。そして、私

は父を愛しく感じ、父を支えなければいけない自分から、亡くなる前には、父に素直に甘える

子どもでいられました。 

 母は、父が苦しまなかった事に安堵しました。そして、父を看取ることが使命のように生きて

きた母は、葬式後倒れた時には、すでに胆管癌の末期でした。亡くなるまでの３ヶ月、母は正常

な意識状態ではなかったような気がします。気丈で甘えることが下手な人間でしたから、家族が

傍にいる事が一番と考えました。家族である私たちは、父の死後間もない事もあり、混乱し、

悩み、苦しみました。医療スタッフは本人に対し、何かできることはないか一緒に考え、苦しん

でくれました。スタッフが私たち家族を支えてくれたからこそ、私たち家族は母を支えることが

できたのです。決して母も私たち家族も孤独ではなかった事、それが一番の救いであり、勇気づ

けられ、最期の日まで大切に過ごすことができました。 

父と母は周りの方々からたくさんの愛情を受けて、旅立ちました。そのことに心から感謝する

と共に、このベテル病院に勤めている1 人の職員として、この病院や職員を誇りに思います。 
                              （ 看護部長 吉村 美穂 ） 
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松山ベテル病院 松山市祝谷 6 丁目 1229 番地 ℡089‐925‐5000 

ホームページ http://www.bethel.or.jp/ 
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★ 入院費の自己負担限度額とは・・・ 

医療保険に加入されている方（被保険者）やその扶養家族の方が入院されたとき、病院へは、

月末までの医療費の原則３割をお支払いいただくことになりますが、被保険者の所得や医療費

の総額に応じて「自己負担限度額」が定められています。 

（ただし、入院時食事負担額・差額ベッド代等の保険適用外の費用は、軽減されません。） 
 

＊ ７０歳未満の方の自己負担限度額の目安は次の通りです。 

認定証の

記載記号 
所得区分 １ヶ月あたりの自己負担限度額 

療養月以前１２ヶ月以

内に高額療養費の支給

が３回以上あった場合 

Ａ 上位所得者 150,000円+（医療費-500,000円）×１％ 83,400円 

Ｂ 一般所得者 80,100円+（医療費-267,000円）×１％ 44,400円 

Ｃ 
低所得者  
(住民税非課税) 35,400円 24,600円 

 

★ 限度額適用認定を申し込むと・・・ 

入院される月の月末までに、「限度額適用認定証」を病院に提出する

と、病院でお支払いいただく額は自己負担限度額までとなります。 

例えば、入院時の総医療費が１００万円の場合（所得区分が一般 

の方）、本来３０万円（３割負担）を医療機関の窓口で支払わなければならないところ、「限度

額適用認定証」を提示すると、８万７，４３０円（自己負担限度額）のお支払いとなります。 

＊ このお申し込みをしても高額療養費の支給申請が必要な場合があります。 

             （月内で転院された場合、月内で入院以外にも通院等をした場合） 
 

★ このお申し込みをしないと・・・ （例：松山べテ子さん（所得区分：一般）の場合） 

松山べテ子さん（月給３０万円）が入院！ 
              ↓ 

その月の入院費の総額が１００万円！ 
              ↓ 

１００万円の原則３割（３０万円）を病院に支払うことに・・・ 

＊ この例におけるべテ子さんの自己負担限度額は、８万７，４３０円です 

が、いったんは、病院に３割相当額(３０万円)を支払い、後日、保険者に 

自己負担限度額を超えた分の払い戻し手続き(高額療養費の支給申請)をとることになります。 

＊ 実際の払い戻しまでには、４ヶ月以上かかる場合もあります。 

★ お申し込みは、それぞれ加入されている保険者にお問い合わせください。 

 
“ベテル・相談室”では患者様が安心して治療を受けられる様、療養に 

伴う生活全般の問題についてご相談をお受けしています。 
どうぞお気軽にご相談ください。（費用は無料で、秘密は厳守いたします。） 

              ℡：（089）996－6430 (直通) 

医療相談室 
      から  

第７回 
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外来からのお知らせ  
◎７月精神科･神経科外来診療日のお知らせ（豊田 泰孝 医師） 

７月１４日（水）、７月２８日（水） 
◎ 人間ドックのご案内 

コース 実施曜日 検   査   項   目 

Ａ 月･水･金 

問診、身体計測、呼吸器系(胸部 X 線撮影・肺機能検査)、循環
器系(血圧測定・心電図)、消化器系(胃･十二脂腸 X 線検査また
は胃カメラ・腹部エコー・検便：便潜血)、肝機能(採血:GOT・
GPT・ZTT・HBs抗原・その他)、高脂血症(採血:総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ・中性
脂肪・その他)、腎尿路系(検尿:尿一般検査・採血:尿素窒素・
ｸﾚｱﾁﾆﾝ・尿酸)、糖尿病(採血:空腹時血糖・HbA1c)、造血器系(採
血:抹梢血液一般検査・血小板)、免疫検査(採血:梅毒血清反応)、
その他(採血:Na・Cl・K・血沈・AFP・CEA)、外科(触診(肛門)・
触診(乳腺)*女性のみ)、眼科(視力検査・眼底検査) 

Ｂ(昼食付) 月･水･金 

◎Ａコースの検査項目に以下追加 
神経系(聴力検査･頭部 CT撮影)、肝機能(採血:HBs抗体・HCV
抗体)、腎尿路系(検尿:尿沈渣顕微鏡検査)、造血器系(採血:
血液像)、免疫検査(採血:CRP・RA・ASLO・TPHA) 

２日 
(通院or 
一泊二日) 

・月 ～ 火 
・水 ～ 木 
・金 ～ 土 

◎Ａ・Ｂコースの検査項目に以下追加 
神経系(脳波)、消化器系(腹部CT撮影) 

追加検査 
眼圧検査・骨量検査・前立腺癌検査(男性のみ)・胸部(CT)検査 
※追加検査は、上記の人間ドック各コースを受けられる方が対象となります。 

※外科は診察日が限られているため、火曜日又は木曜日にお越し頂きます。 
※眼科判定のため、火曜日に眼科医の診察にお越し頂く場合があります。 

予約・お問合せは、受付またはお電話にてお受けしています。(089)925-5000(代) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎ 投句箱は外来･各病棟･５階リハビリ室に設置しています。皆様のご投句をお待ちしております。 
※『ベテル通信』についてのご意見やご要望をお待ちしております。 

発行日 2010年6月24日 
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配属部署：２階北病棟 

職  種：看護師 

出 身 地：南予      

星  座：山羊座 

趣  味：バリ舞踊・お香   

好きな物：きもの・帽子 

尊敬する人：祖母     

好きな言葉：苦労は力になる 

悩みは智慧になる 

悲しみは優しさになる 

抱負(一言)：自分に負けない 

松山教会の方々がトーンチャ
イムやチェロ＆ピアノで賛美歌
などを演奏して下さいました。
素敵な音色に耳を傾け、最後に
｢いつくしみ深い｣を合唱し、み
んなの心が一つになりました。 




